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「
体
力
テ
ス
ト
」
に
参
加

（
全
国
女
性
委
員
会
主
催
）

五
月
二
十
三
日
（
土
）
十
三
時

～
全
国
労
山
事
務
所
に
て
、『
女

性
登
山
者
の
継
続
し
た
体
力
管

理
の
た
め
の
体
力
テ
ス
ト
』
が

あ
り
、
自
分
の
体
力
を
知
り
生

涯
現
役
で
山
に
登
ろ
う
と
三
十

六
名
が
集
ま
っ
た
。
埼
玉
か
ら

は
、
上
福
岡
山
な
み
ハ
イ
キ
ン

グ
三
名
、
新
座
山
の
会
二
名
、

所
沢
ハ
イ
キ
ン
グ
ク
ラ
ブ
二
名

が
参
加
し
た
。

測
定
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
、
石
田

良
恵
（
女
子
美
術
大
学
名
誉
教

授
）
、
共
同
研
究
者
の
萩
由
美

子
（
東
海
大
学
教
授
）
、
小
川

佳
代
子
・
池
端
あ
ゆ
み
（
女
子

美
術
大
学
講
師
）
、
山
崎
恭
子

（
Ｂ
Ｆ
Ｉ
パ
ー
ソ
ナ
ル
イ
ン
ス

ト
ラ
ク
タ
ー
）
の
五
名
に
よ
り
、

身
長
、
体
重
、
血
圧
、
心
拍
数
、

バ
ス
ト
、
ウ
ェ
ス
ト
、
ヒ
ッ
プ
、

大
腿
囲
、
下
腿
囲
、
Ｂ
Ｆ
Ｉ
の

機
械
で
体
脂
肪
率
・
Ｂ
Ｍ
Ｉ
測

定
、
超
音
波
診
断
装
置
で
皮
下

脂
肪
厚
・
筋
厚
、
握
力
、
上
体

起
こ
し
、
椅
子
立
ち
上
が
り
、

開
眼
片
足
立
ち
、
反
復
横
跳
び
、

長
座
体
前
屈
、
六
分
間
歩
行
と

細
か
く
数
値
が
だ
さ
れ
た
。
七

月
頃
に
は
結
果
表
を
も
と
に
説

明
を
し
て
も
ら
え
る
だ
ろ
う
。

石
田
先
生
曰
く
、
「
体
力
に

年
齢
は
関
係
な
い
」
と
の
こ
と
。

当
日
の
参
加
者
の
中
に
七
十
八

歳
を
は
じ
め
七
十
歳
代
が
四
名

い
た
が
全
て
測
定
を
さ
れ
、
長

く
感
じ
る
六
分
間
歩
行
も
し
ゃ

き
っ
と
し
て
い
て
さ
す
が
で
す
。

私
は
腰
痛
の
た
め
何
項
目

か
測
定
で
き
ず
残
念
！
「
腰
痛

を
起
こ
す
の
は
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

不
足
で
し
ょ
う
か
？
」
と
質
問

を
す
る
と
「
同
じ
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
ば
か
り
だ
と
疲
労
が
溜
ま
り

返
っ
て
痛
め
て
し
ま
う
」
と
の

こ
と
。
「
水
泳
の
背
泳
も
い
い

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
に
な
り
ま
す

よ
」
と
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
た
。

こ
の
測
定
は
五
年
位
か
け
て
追

跡
調
査
が
行
わ
れ
る
。

女
性
委
員
会
‐
長
谷
川
貞
子

女
性
登
山
者
の
継
続
し
た
体
力

管
理
の
た
め
の
体
力
テ
ス
ト

五
月
二
十
三
日
（
土
）
女
性
委

員
会
主
催
の
女
性
登
山
者
の
継

続
し
た
体
力
管
理
の
た
め
の
体

力
テ
ス
ト
が
労
山
本
部
に
て
行

わ
れ
ま
し
た
。
毎
月
の
連
盟
費

や
遭
難
対
策
基
金
を
払
っ
て
い

る
一
会
員
と
し
て
一
度
新
し
い

本
部
を
覗
い
て
み
よ
う
か
な
等

と
言
う
気
分
も
あ
り
、
参
加
し

た
の
で
す
が
。

「
安
全
に
楽
し
い
登
山
を
続
け

る
に
は
、
怪
我
や
故
障
・
加
齢

に
よ
る
体
力
の
変
化
を
科
学
的

に
認
識
し
、
そ
れ
ら
に
対
処
し

て
い
く
こ
と
が
私
た
ち
に
不
可

欠
と
思
わ
れ
ま
す
」
と
い
う
テ

ー
マ
の
も
と
、
埼
玉
女
性
委
員

会
の
呼
び
掛
け
も
あ
り
、
行
わ

れ
た
も
の
で
し
た
。
今
回
は
女

性
ス
ポ
ー
ツ
講
座
や
東
日
本
女

性
登
山
交
流
集
会
で
の
講
師
を

務
め
ら
れ
た
石
田
良
恵
先
生
及

び
他
ス
ポ
ー
ツ
関
連
の
方
々
の

協
力
を
得
て
の
体
力
測
定
で
し

た
。
し
な
が
ら
、
身
長
・
体
重
・

腹
部
周
り
・
握
力
・
反
復
横
と

び
・
腹
筋
起
き
上
が
り
・
開
眼

片
足
立
ち
・
６
分
間
歩
行
、
他

に
各
腕
・
大
腿
部
・
脹
脛
・
腹

部
・
横
腹
・
背
中
の
脂
肪
と
筋

肉
の
厚
さ
を
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー

画
面
を
も
使
っ
て
の
測
定
等
で

し
た
。
個
人
的
に
も
腹
筋
の
弱
さ
を

認
識
し
て
い
た
の
で
嫌
だ
な
と

思
い
な
が
ら
も
そ
の
と
お
り
の

結
果
が
出
て
ガ
ッ
ク
リ
と
き
て

し
ま
い
ま
し
た
。
早
速
腹
筋
の

鍛
え
方
を
教
え
て
も
ら
い
頑
張

っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
は
あ
り
ま

す
が
。
そ
れ
ぞ
れ
の
デ
ー
タ
の
分
析

は
１
ケ
月
後
に
送
ら
れ
て
く
る

予
定
で
、
そ
の
後
数
年
を
か
け

て
の
追
跡
調
査
が
行
わ
れ
る
と

い
う
こ
と
で
す
。
ま
た
、
今
回

関
東
周
辺
労
山
内
の
多
く
の
山

の
会
か
ら
三
十
五
名
の
方
々

（
平
均
年
齢
六
十
歳
く
ら
い
）

が
参
加
さ
れ
て
お
り
、
待
ち
時

間
の
中
で
交
流
も
で
き
て
、
楽

し
か
っ
た
で
す
。

上
福
岡
山
な
み
Ｈ
Ｃ
岩
田

和

日
時
・
五
月
十
日
（
日
）

場
所
・
日
和
田
（
男
岩
・
女
岩
）

参
加
者
十
四
名

活
動
報
告
・
訓
練
内
容

➀

ト
ッ
プ
ロ
ー
プ
で
の
登
下
降

②

チ

ロ

リ

ア

ン

ブ

リ

ッ

ジ

③
ボ
ッ
カ

八
時
に
集
合
し
装
備
の
装
着
を

済
ま
せ
、
隊
長
の
挨
拶
と
訓
練

内
容
の
説
明
が
あ
り
、
新
入
隊

し
た
小
田
さ
ん
の
自
己
紹
介
後
、

訓
練
が
始
ま
り
ま
し
た
。

八
時
三
十
分
支
点
の
作
成
に
移

り
三
本
ロ
ー
プ
を
下
ろ
し
ト
ッ

プ
ロ
ー
プ
に
て
登
り
降
り
を
繰

り
返
す
。
九
時
三
十
分
休
憩

隊
長
か
ら
「
女
岩
」
「
男
岩
」

の
間
に
チ
ロ
リ
ア
ン
ブ
リ
ッ
ジ

を
作
成
し
渡
っ
て
も
ら
い
ま
す
。

と
説
明
が
あ
り
、
男
岩
に
メ
ー

ン
ロ
ー
プ
と
補
助
ロ
ー
プ
の
支

点
を
設
置
す
る
。
女
岩
に
集
ま

り
副
隊
長
の
指
示
で
下
降
器

「
ス
ト
ッ
プ
」
・
ロ
ー
プ
ク
ラ

ン
プ
「
レ
ス
キ
ュ
ー
セ
ン
ダ
ー
」

を
使
い
１
／
３
シ
ス
テ
ム
の
練

習
を
繰
り
返
し
行
い
ま
し
た
。

又
ロ
ー
プ
の
張
り
の
強
弱
と
キ

ズ
を
付
け
な
い
よ
う
注
意
を
怠

ら
な
い
よ
う
に
と
説
明
を
受
け

ま
し
た
、
女
岩
か
ら
渡
り
男
岩

手
前
で
ロ
ー
プ
が
撓
み
進
む
事

が
き
つ
い
た
め
補
助
ロ
ー
プ
で

引
き
上
げ
て
も
ら
う
。

「
十
二
時
休
憩
」
荷
揚
げ
を
設

定
し
て
ザ
ッ
ク
に
水
入
れ
ボ
ッ

カ
を
行
っ
た
。
自
前
の
下
降
器

を
使
い
上
り
、
下
り
は
懸
垂
下

降
の
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。

十
五
時
終
了

関
東
ブ
ロ
ッ
ク
遭
対
部
救
助

隊
・
深
雪
搬
出
合
同
訓
練
交
流

会
（
二
〇
一
〇
年
二
月
二
十
～

二
十
一
日

埼
玉
主
管
で
行
わ

れ
ま
す
。
）

救
助
隊
事
務
局

若
木

由
和

◎
３
面
に
今
後
の
訓
練
の
計
画

を
記
載
し
ま
し
た
。
ご
検
討
く

だ
さ
い
。
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安全登山の為に！

「体力チェック・技術向上」

－活動に参加しよう－

救助隊訓練山行

救
助
隊
隊

員
随
時
募
集
中

任
務
内
容
は
車
両
運
転
か
ら

無
線
・
救
助
ま
で
色
々
あ
り
ま

す
。 

是
非
、
多
く
の
方
の
登
録
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。 



足
尾
・
春
の
植
樹
デ
ー

日
時
：
平
成
二
十
一
年
四
月
二

十
六
日(

日)

晴
れ

出
発
：
ふ
じ
み
野
駅
六
時
三
十

分

西
部
ブ
ロ
ッ
ク
借
り
上
げ

バ
ス

大
型
車
二
台

上
里
Ｓ
Ａ
着
七
時
三
十
五
分

小
雨
、
伊
勢
崎
Ｉ
Ｃ
八
時
十
分

曇
り
、

足
尾
銅
親
水
公
園
パ
ー
キ
ン
グ

九
時
三
十
分
着

晴
れ
。

参
加
：
西
部
ブ
ロ
ッ
ク
六
十
一

名
、

(

埼
玉
労
山
総
計
九
十
七
名)

上
福
岡
山
な
み
参
加
者
十
五
名

関
越
道
、
上
里
辺
り
か
ら
高

崎
付
近
ま
で
降
り
続
い
て
い
た

雨
も
、
足
尾
に
到
着
し
た
頃
に

は
見
事
な
青
空
が
広
が
っ
て
い

た
。
駐
車
場
か
ら
本
部
テ
ン
ト

ま
で
、
堰
か
ら
ナ
イ
ア
ガ
ラ
瀑

布
の
様
な
し
ぶ
き
を
上
げ
て

清
々
し
く
落
ち
る
水
な
ど
を
眺

め
な
が
ら
十
分
程
歩
き
全
員
集

合
。本
日
は
お
よ
そ
八
百
名
参
加

と
本
部
発
表
。
そ
う
言
え
ば
駐

車
場
に
は
我
々
埼
玉
ナ
ン
バ
ー

始
め
足
立･

練
馬･

栃
木･

群
馬･

千
葉･

長
野
と
近
郊
各
県
は
じ

め
福
島
も
あ
る
。
新
潟
ナ
ン
バ

ー
も
あ
っ
た
。
新
潟
か
ら
駆
け

つ
け
た
二
人
連
れ
は｢

あ
の
地

震
の
と
き
大
勢
の
人
に
世
話
に

な
っ
た
の
で
」
と
の
話
に
何
故

か
熱
い
も
の
が
こ
み
あ
が
る
。

親
子
連
れ
で
小
学
生
の
姿
も
見

え
頼
も
し
い
。
ち
な
み
に
昨
日

は
雨
に
も
拘
わ
ら
ず
六
百
名
の

参
加
が
あ
っ
た
と
は
凄
い
。

平
成
八
年,

ご
く
僅
か
の
人

数
で
始
ま
っ
た
と
い
わ
れ
る

「
足
尾
の
山
に
百
万
本
の
木
を

植
え
よ
う
」
の
こ
の
活
動
も
今

年
で
十
四
年
目
を
迎
え
、
年
々

盛
況
に
な
っ
て
来
て
い
る
そ
う

だ
。本
会
会
長
や
日
光
市
副
市

長
、
そ
れ
に
顧
問
で
あ
る
立
松

和
平
さ
ん
の
「
充
分
気
を
つ
け

て
」
等
の
挨
拶
と
激
励
を
受
け

埼
玉
労
山
一
同
は
緑
の
県
連
旗

を
掲
げ
Ａ
ゾ
ー
ン
に
向
か
う
。

植
樹
地
は
Ａ
、
Ｂ
、
Ｃ
ゾ
ー

ン
と
三
地
区
あ
り
、
Ａ
ゾ
ー
ン

は
八
百
段
の
階
段
を
登
っ
た
今

回
の
最
高
地
で
あ
る
。
こ
の
Ａ

ゾ
ー
ン
を
登
山
グ
ル
ー
プ
の
埼

玉
労
山
が
選
ん
だ
の
は
一
般
の

方
と
違
っ
て
当
然
と
言
え
ば
当

然
か
も
知
れ
な
い
。

我
々
西
部
ブ
ロ
ッ
ク
二
号

車
一
同
は
、
昨
年
に
引
き
続
き

今
年
も
岸
澤
さ
ん
が
た
っ
ぷ
り

用
意
し
て
く
れ
た
様
々
な
樹
木

の
種
を
受
け
取
り
出
発
。
当
会

の
仲
間
た
ち
も
家
庭
で
育
て
た

苗
木
や
い
ろ
い
ろ
な
種
を
持
参

し
て
参
加
と
は
頭
が
下
が
っ
た
。

植
樹
地
の
入
り
口
に
は
各

企
業
を
始
め
、
個
人
の
方
か
ら

届
い
た
苗
木
が
た
く
さ
ん
用
意

さ
れ
、
そ
れ
を
受
け
取
る
人
も

い
る
。
今
年
は
一
万
二
千
本
余

の
提
供
が
あ
っ
た
と
の
こ
と
で

あ
る
。
登
る
階
段
は
急
斜
面
だ
が
、

セ
メ
ン
ト
製
の
擬
木
丸
太
で
整

備
さ
れ
足
元
は
安
定
し
て
い
る
。

両
側
に
は
パ
イ
プ
の
手
す
り
が

し
っ
か
り
し
て
い
て
不
安
を
感

じ
な
い
が
、
何
し
ろ
人
が
す
れ

違
う
の
が
や
っ
と
。
駅
の
エ
ス

カ
レ
ー
タ
程
度
の
幅
で
先
頭
は

か
な
り
上
ま
で
進
ん
で
い
る
が

ズ
ラ
ー
ッ
と
人･

人･

人
の
列
、

小
説
「
蜘
蛛
の
糸
」
を
連
想
さ

せ
る
数
珠
つ
な
ぎ
で
中
々
進
ま

な
い
。
昔
、
よ
く
国
会
で
流
行

っ
た
牛
歩
戦
術
、
あ
の
テ
レ
ビ

ニ
ュ
ー
ス
画
面
を
思
い
出
す
。

三
百
段
辺
り
の
休
憩
所
か

ら
振
り
返
る
と
、
川
向
こ
う
の

更
に
奥
に
午
後
か
ら
行
く
備
前

楯
山
が
見
え
て
来
た
。
新
緑
の

山
頂
付
近
に
ピ
ン
ク
に
染
ま
っ

た
ア
カ
ヤ
シ
オ
が
ほ
ん
の
り
望

め
る
。
し
か
し
、
そ
の
手
前
の
山
か

ら
は
景
観
が
一
変
、
ど
の
山
も

見
渡
す
限
り
無
残
な
禿
山
で
あ

る
。”

青
い
山
脈”
非
ず
“
灰
色

山
脈
”
だ
。
植
樹
の
成
果
か
、

育
ち
始
め
た
小
さ
な
樹
木
の
緑

が
僅
か
に
見
え
る
以
外
、
土
や

岩
が
む
き
出
し
の
荒
涼
た
る

山
々
が
広
が
る
。
初
参
加
の
方

が
思
わ
ず
目
を
そ
ら
す
表
情
に

鉱
害
被
害
の
根
深
さ
、
酷
さ
が

浮
き
彫
り
に
な
り
実
に
悲
惨
な

光
景
で
あ
る
。
山
肌
か
ら
、
虐

待
さ
れ
助
け
を
求
め
る
悲
痛
な

叫
び
声
が
聞
こ
え
て
来
る
よ
う

だ
。あ
れ
は
昭
和
二
十
二
年
九

月
十
五
日
の
出
来
事
だ
。
関
東

地
方
を
襲
っ
た
キ
ャ
サ
リ
ン
台

風
に
直
撃
さ
れ
た
我
が
郷
土
足

利
は
、
渡
良
瀬
川
の
決
壊
で
郷

土
史
に
残
る
大
被
害
が
発
生
し

た
。大
勢
の
死
者
が
出
て
し
ま

っ
た
。
我
が
子
の
遺
体
を
抱
き

寄
せ
号
泣
す
る
母
親
、
赤
子
の

泣
き
叫
ぶ
声
な
ど
い
ま
だ
に
瞼

か
ら
耳
か
ら
消
え
な
い
。
我
が

家
も
床
上
浸
水
し
痕
跡
が
薄
茶

色
で
壁
に
く
っ
き
り
残
っ
た
。

約
一
ヶ
月
、
親
父
が
懇
意
に
し

て
い
た
寺
に
家
族
一
同
身
を
寄

せ
、
寺
か
ら
通
学
し
た
も
の
で

あ
る
。
一
昨
年
、
昨
年
と
忘
年

ハ
イ
ク
の
赤
雪
山
や
深
高
山
に

行
く
時
、
バ
ス
で
何
気
な
く
通

過
す
る
渡
良
瀬
川
の
橋
、
あ
の

橋
は
当
時
、
木
橋
で
台
風
が
来

る
度
流
失
し
、
人
々
は
渡
し
舟

で
往
来
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ

の
川
を
渡
る
度
、
小
さ
い
頃
の

つ
ら
い
思
い
出
、
楽
し
か
っ
た

思
い
出
が
フ
イ
ル
ム
を
逆
ま
わ

し
す
る
よ
う
に
浮
か
ん
で
く
る
。

川
の
そ
ば
に
は
住
み
た
く
な
い
。

地
震･

雷･

火
事
・
親
父
等
と
言

う
が
一
番
恐
ろ
し
い
の
は
大
水
、

洪
水
。
こ
の
よ
う
に
感
じ
た
の

は
私
が
小
学
四
年
、
十
歳
、
敗

戦
か
ら
２
年
目
の
遥
か
遠
い
昔

の
話
で
あ
る
。

Ｂ
２
９
の
襲
来
が
無
く
な

っ
た
変
わ
り
、
今
度
は
巨
大
台

風
の
襲
撃
。
弱
り
目
に
祟
り
目

と
は
正
に
こ
れ
で
あ
っ
た
。
大

人
の
口
か
ら
上
流
の
足
尾
の
山

に
木
が
な
い
、
鉱
害
で
み
ん
な

や
ら
れ
た
。
木
が
有
れ
ば
少
し

は
洪
水
が
防
げ
た
と
い
う
話
を

耳
に
し
た
の
は
丁
度
そ
の
頃
で

あ
っ
た
。

十
一
時
十
分
、
漸
く
Ａ
ゾ
ー
ン

に
到
着
、
段
々
の
細
い
帯
状
で

１
メ
ー
ト
ル
幅
位
に
整
地
さ
れ

た
所
に
植
え
る
。
や
ま
な
み
一

団
と
は
離
れ
離
れ
に
な
っ
て
し

ま
っ
た
が
偶
然
一
段
上
で
三
人

の
当
会
員
達
が
作
業
し
て
い
た
。

昨
年
植
樹
し
た
成
長
振
り
な
ど

が
気
に
掛
か
る
が
十
二
時
半
バ

ス
集
合
で
見
届
け
る
間
が
無
い
。

そ
れ
よ
り
何
よ
り
場
所
が
判
然

と
し
な
い
。

同
行
の
会
員
と
不
慣
れ
な

が
ら
も
植
え
終
わ
り
十
一
時
五

十
分
本
部
テ
ン
ト
着
。

｢

足
尾
に
緑
を
育
て
る
会｣

で
用
意
さ
れ
た
豚
汁
を
貰
い
、

山
な
み
一
行
が
昼
食
し
て
い
る

緑
の
斜
面
に
合
流
。
会
友
の
ど

さ
っ
と
用
意
し
て
皆
に
振
舞
っ

て
く
れ
た
筍
の
煮
物
、
色
々
の

方
が
持
参
の
漬
物
や
お
か
ず
、

そ
れ
に
こ
の
ア
ツ
ア
ツ
豚
汁
と

鮭
の
お
に
ぎ
り
等
な
ど
、
全
て

貰
い
物
ば
か
り
で
す
っ
か
り
満

腹
に
な
る
。
思
え
ば
至
福
の
ひ

と
時
で
あ
っ
た
。

十
二
時
三
十
分
、
バ
ス
で
備

前
楯
山
へ
向
か
う
。
一
時
十
五

分
登
山
口
の
舟
石
峠
着
。
予
定

で
は
“
か
じ
か
荘
”
か
ら
出
発

で
あ
っ
た
が
舟
石
峠
ま
で
バ
ス

で
行
け
随
分
時
間
が
短
縮
さ
れ

た
。先
程
の
植
樹
場
所
か
ら
見

届
け
た
ア
カ
ヤ
シ
オ
を
楽
し
み

な
が
ら
二
時
十
分
山
頂
着
。

残
雪
の
男
体
山
や
庚
申
山
、

植
樹
し
た
所
な
ど
が
望
め
る
が
、

今
日
の
プ
ラ
ン
が
同
じ
な
の
か

大
勢
の
登
山
者
で
山
頂
は
腰
を

降
ろ
す
場
所
も
無
く
、
休
憩
も

程
ほ
ど
に
下
山
開
始
。

予
定
よ
り
早
く
二
時
五
十

分
駐
車
場
に
到
着
。
か
じ
か
荘

で
の
入
浴
は
フ
リ
ー
。
入
浴
者

以
外
は
入
館
不
可
と
か
で
私
は

車
中
で
酒
を
飲
み
な
が
ら
待
機
。

か
じ
か
荘
四
時
十
分
出
発
。

こ
の
活
動
は
百
年
掛
り
で

取
組
ん
で
い
る
そ
う
だ
。
県
連

や
西
部
ブ
ロ
ッ
ク
も
昨
年
か
ら

参
加
、
今
年
二
度
目
で
と
て
も

素
晴
ら
し
い
事
だ
と
思
う
。
ク

リ
ー
ン
ヒ
ッ
ト
だ
。

私
は
年
齢
的
に
あ
と
何
年

来
ら
れ
る
か
分
か
ら
な
い
。
で

も
、
歩
け
る
中
は
足
尾
に
来
て

緑
の
回
復
を
、
こ
れ
は
後
世
に

続
く
人
達
へ
の
ル
ー
ル
の
様
な

思
い
が
し
て
き
た
。

“
地
球
孝
行
”
こ
れ
は
こ
れ
か

ら
の
私
自
身
の
重
要
な
使
命
に

な
り
そ
う
で
あ
る
。

ふ
じ
み
野
着
八
時
三
十
分
。

茂
木
邦
夫
記 

(

上
福
岡
山
な
み
Ｈ
Ｃ)
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★

足
尾
植
樹
デ

ー
、
二
〇

一
〇

年
は
四
月
二
十
五
日
（

日
）
が

予
定
に
な
り
ま
す
。
是

非
、
皆

さ
ん
予
定
を
空
け
て
お
い
て

く
だ
さ
い
ネ
！ 

 



□

理
事
会
報
告 

五
月
二
十
七
日
（
水
）
第
二
回

理
事
会
を
浦
和
県
連
事
務
所
に

於
い
て
十
五
名
参
加
で
行
い
ま

し
た
。 

委
員
会
等
活
動
経
過

報
告･

計
画
予
定 

【
県
連
全
体
活
動
】
新
特
別
基

金
給
付
申
請
（
埜
歩
歩
） 

【
事
務
局
】
第
一
回
評
議
会 

 

六
月
二
十
一
日
（
日
）
与
野
本

町
コ
ミ
セ
ン
Ｐ
Ｍ
一
時
～ 

 

遭
難
防
止
・
安
全
教
育
担
当
者

会
議
六
月
二
十
一
日
（
日
）
与

野
本
町
コ
ミ
セ
ン
Ａ
Ｍ
九
時
～ 

 

全
国
連
盟
よ
り
評
議
会
資
料
送

付
あ
り 

 

各
会
へ
送
付
予
定 

【
財 

政
】
十
七
団
体
納
金 

【
組 

織
】
５
／
２
４ 

岐
阜

へ
遭
対
部
会
出
席
‐
組
織
と
し

て
も
統
一
集
会
を
行
い
、
意
見

交
換
す
る
と
よ
い 

【
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
】
加
盟
団
体

の
紹
介
（
三
郷
・
わ
ら
び
・
ハ

イ
ジ
） 

第
一
回
県
連
評
議
会
に
て
Ｈ

Ｐ
の
紹
介
と
運
用
方
法
説
明

を
行
う
。
各
会
の
実
務
担
当

者
の
参
加
を
お
願
い
す
る
。 
 
 
 

【
女 

性
】
５
／
２
３ 

「
女

性
登
山
者
の
継
続
し
た
体
力
管

理
の
た
め
の
体
力
テ
ス
ト
」 

参
加3

6

名 

（
埼
玉
７
名
） 

女
性
委
員
会 

６
／
８ 

【
ハ
イ
キ
ン
グ
】
６
／
２
７
・

２
８ 

全
国
ハ
イ
キ
ン
グ
代
表

者
会
議
（
全
国
連
事
務
所
） 

【
自
然
保
護
】
４
／
２
６ 

植

樹
祭 

８
６
名
参
加 

植
樹
の

時
間
が
あ
ま
り
無
か
っ
た
。 

ボ
リ
ュ
ー
ム
が
多
く
時
間
が
取

れ
な
か
っ
た
。
県
連
メ
ン
バ
ー

が
そ
れ
ぞ
れ
判
る
よ
う
に
目
印

を
付
け
た
ら
良
い
。 

以
前
に
植
樹
し
た
所
は
、
ハ
シ

ゴ
を
外
す
の
で
見
学
で
き
な
い
。 

５
／
３
１ 

ク
リ
ー
ン
ハ
イ
ク 

【
海 

外
】
ス
イ
ス
グ
リ
ン
デ

ル
バ
ル
ト
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
（
三

郷
）
ス
イ
ス
モ
ン
ブ
ラ
ン
・
メ

ン
ヒ
（
新
座
） 

全
国
連
盟
マ
ナ
ス
ル
隊 

登
頂

成
功 
【
救
助
隊
】
５
／
２
５ 

役
員

会 
 

５
／
１
０ 

日
和
田 

岩
の
訓
練
十
四
名 

【
登
山
学
校
】
５
月
２
３
日
開

校
式
（
労
働
会
館
） 

「
計
画
か
ら
下
山
ま
で
」 

６
月
６
日
机
上
、
７
日
実
技 

大
平
山 

年
間
受
講
二
十
一
名 

ス
ポ
ッ

ト
三
名 

運
営
委
員 

十
一
名
、

６
／
１
運
営
委
員
会 

【
岩
ネ
ッ
ト
】
５
／
２
４
日
和

田
（
雨
天
中
止
）
、
６
／
１
４ 

古
賀
志
山 

ブ
ロ
ッ
ク
会
議 

西
部
＝
５
／
２
１
会
議 

ク
リ

ー
ン
ハ
イ
ク 

南
部
＝
５
／
２

１ 

会
議
、
ク
リ
ー
ン
ハ
イ
ク 

中
部
＝
５
／
１
２
会
議
、
越
後

駒
ヶ
岳
（
中
止
）
、
ク
リ
ー
ン

ハ
イ
ク 
 
 

議 
 
 

題 
 
 

➀

ク
リ
ー
ン
ハ
イ
ク 

（
五
月
三
十
一
日
）
取
組
状
況 

西
部
：
高
麗
駅
周
辺
（
高
麗
駅

最
終
集
合
） 

南
部
：
顔
振
峠
・
越
上
山 

中
部
：
笠
山 

北
部
：
蓑
山 

用
品
配
布
日
程
：
５
／
２
７
県

連
事
務
所
、
当
日
雨
天
の
時
は

各
ブ
ロ
ッ
ク
で
判
断 

②
遭
難
防
止
・
安
全
教
育
担
当

者
会
議
（
六
月
二
十
一
日
）
議

題
に
つ
い
て 

○
会
場
予
約
：
与
野
本
町
コ
ミ

セ
ン 

Ａ
Ｍ
９
時
～ 

議
題
：
「
重
大
事
故
が
多
発
す

る
、
現
状
を
受
け
非
常
事
態
宣

言
」
が
発
せ
ら
れ
ま
し
た 

発
表
者
：
全
国
連
盟
遭
難
対
策

部
部
長
・
埼
玉
県
救
助
隊
顧
問 

井
芹
昌
二
氏
（
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ

ー
を
使
い
、
説
明
し
て
も
ら
う
） 

ヒ
ヤ
リ
ハ
ッ
ト
報
告 

・
案
内
書
に
議
題
を
記
入
し
各

会
へ
郵
送
す
る
。 
③
第
１
回
評
議
会
（
６
月
２
１

日
）
議
題
に
つ
い
て 

○
会
場
予
約
：
与
野
本
町
コ
ミ

セ
ン 

Ｐ
Ｍ
１
時
～ 

議
題
：
全
国
連
盟
活
動
報
告 

ク
リ
ー
ン
ハ
イ
ク
５
・
３
１
結

果
報
告 

経
験
交
流
集
会
（
各
会
に
資
料

の
準
備
を
し
て
も
ら
う
・
・
・

連
絡 

矢
崎
副
理
事
長
） 

〇
県
連
Ｈ
Ｐ
の
紹
介
と
運
用
方

法
（
小
松
氏
に
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ

ー
を
使
い
、
説
明
し
て
も
ら
う
） 

・
各
会
の
Ｈ
Ｐ
実
務
担
当
者
参

加
を
呼
び
掛
け
る
。 

〇
議
長
：
西
部
・
南
部
、
書
記
：

中
部
・
北
部 

④
そ
の
他 

・
労
山
中
央
登
山
学
校 

指
導

者
セ
ミ
ナ
ー
七
月
四
～
五
日

於
：
全
国
連
盟
事
務
所 

・
全
国
ハ
イ
キ
ン
グ
代
表
者
会

議 

六
月
二
十
七
日
～
二
十
八

日 
 

於
：
全
国
連
盟
事
務
所 

・
第
十
二
回
自
然
保
護
講
座 

六
月
十
三
～
十
四
日 

於
：
栃

木
県
足
尾
町 

・
学
生
団
体
沢
登
り
講
習
会 

六
月
二
十
一
日 

於
：
西
丹
沢

小
川
谷
廊
下 

・
第
八
回
ヤ
ン
グ
ク
ラ
イ
マ
ー

ズ
フ
ォ
ー
ラ
ム
六
月
二
十
二
日 

 
 
 
 
 
 

於
：
か
な
が
わ
県
民
セ
ン
タ
ー 

・
川
ト
レ
脱
退
と
連
盟
費
に
つ

い
て 

・
県
連
Ｈ
Ｐ
実
務
担
当
・
小
松

勝
浩
氏
に
よ
る
Ｈ
Ｐ
運
用
方
法

の
説
明
、
担
当
理
事
は
関
連
記

事
を
Ｈ
Ｐ
に
掲
載
し
、
皆
で
Ｈ

Ｐ
を
活
発
化
し
て
欲
し
い
。 

・
千
葉
県
連
↓
埼
玉
県
連
登
攀

ク
ラ
ブ
岩
つ
ば
め
移
籍
、
全
国

理
事
（
遭
難
対
策
部
）
の
推
薦 

          

救
助
隊 

訓
練
の
お
知
ら
せ 

《
沢
で
の
搬
出
訓
練
》 

萌
え
る
よ
う
な
新
緑
、
活
動
す

る
に
は
最
適
の
季
節
に
な
り
ま

し
た
。 

 

さ
て
、
沢
で
の
搬
出
訓
練
の

締
切
日
等
が
決
定
し
ま
し
た
。

大
常
木
谷
の
グ
レ
ー
ド
が
２
～

３
級
で
す
。
沢
の
経
験
が
な
い

方
は
誠
に
申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん

が
、
参
加
を
見
合
わ
せ
て
下
さ

い
。
又
十
三
日
詳
細
に
つ
い
て

ご
説
明
い
た
し
ま
す
の
で
、
机

上
学
習
会
に
は
多
数
の
参
加
を

お
願
い
致
し
ま
す
。
十
三
日
の

出
席
だ
け
で
も
Ｏ
Ｋ
で
す
。 

参
加
締
切
日 

七
月
六
日 

＊
・
各
ブ
ロ
ッ
ク
長
ま
で
「
参

加
」
・
「
不
参
加
」
い
ず
れ
か
、

必
ず
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。 

記 

机 

上
・
沢
技
術
学
習
会 

日 

時
・
七
月
十
三
日
十
九
時

～
二
十
一
時
三
十
分 

場 

所
・
埼
玉
県
労
働
会
館 

内 

容
・
七
月
二
十
五
～
二
十

六
日 

実
技
訓
練
内
容
の
確
認

と
学
習 

用
意
す
る
も
の
・
ハ
ー
ネ
ス
、

カ
ラ
ビ
ナ
、
確
保
器
、
そ
の
他

は
救
助
隊
で
用
意
し
ま
す
。 

実
技
訓
練 

場 

所
・
奥
秩
父
（
一
ノ
瀬
川

流
域
）
大
常
木
谷 

二
級
（
Ⅲ

３
６
）
★
★
★
★
「
白
山
書
房
」 

日 

時
・
七
月
二
十
五
日
～
二

十
六
日
Ａ
Ｍ
十
時
集
合 

車
利

用 内 

容
・
救
助
隊
・
沢
登
り
訓

練
、
山
行
中
で
の
セ
ル
フ
レ
ス

キ
ュ
ー 

交 

通
・
「
車
」
国
道
四
一
一

号
（
青
梅
街
道
）
～
一
ノ
瀬
橋

の
先
で
～
一
ノ
瀬
林
道
に
入
る

～
大
常
木
谷
下
降
点
「
駐
車
場
」

あ
り
・
・
・
「
雨
天
決
行
」
・
・
・ 

遡 

行
・
大
常
木
谷
下
降
点
～

出
会
～
千
苦
ノ
滝
～
不
動
ノ
滝

～
会
所
小
屋
跡
（
泊
）
～
一
八

三
〇
ｍ
（
主
脈
縦
走
路
）
沢
終

了
～
将
監
峠
～
一
ノ
瀬
高
原 

装 

備
・
沢
登
り
装
備
一
式
・

食
事
各
自
で
用
意
・
「
テ
ン
ト

無
し
（
ビ
バ
ー
ク
）
ブ
ル
ー
シ

ー
ト
を
天
幕
に
し
ま
す
５
×
５

ｍ
・
寝
具
（
ツ
エ
ル
ト
・
シ
ュ

ラ
フ
カ
バ
ー
）
夜
の
着
替
え
を

持
つ
」 

※
・
個
人
装
備
の
軽
量
を
考
え

る
、
現
地
で
共
同
装
備
が
加
わ

る
。 

共
同
装
備
・
ロ
ー
プ
・
無
線
機
・

ブ
ル
ー
シ
ー
ト
・
機
器
類
・
そ

の
他 

救
助
隊
事
務
局 

若
木 

由
和 
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【岩ネットワークから報告と案内】 
５月２４日に行われる筈だった日和田山ゲレンデのクライミングは、生憎の雨のため中止とな 

りました。 

６月１４日、栃木県鹿沼市の古賀志山ゲレンデで交流クライミングを行います。交通手段が 

車両となりますので、車両を提供して下さる方を求めます。 

《沢登りの案内》 

７月２０日、前日午後発、那須の苦戸川・井戸沢、グレードは２級、泳ぎなし、ヤブこぎなし、 

参加資格：岩登りの経験がある方、沢登装備がある方 

申し込みと、問い合わせは岩ネット事務局軽部まで、０９０－５４１４－９５０６ 

携帯メール mounto-akira-1923@docomo.ne.Jp 

 

２００９年度第 1回評議会開催のお知らせ 

今回はプロジェクターを使い、県連 HP の運用方法の説

明を致します。各会 HP 実務担当者等のご出席もお願い

致します。 

日時：６月２１日（日）午後１時会場受付 

午後１時３０分開会～午後４時３０分頃閉会予定 

場所：与野本町コミセン 

（ＪＲ埼京線与野本町駅より徒歩３分） 

議題 

１．全国連盟活動報告 

２．クリーンハイク５・３１結果報告 

３．経験交流集会 

４．県連 HP の紹介と運用方法 

５．他   （交通費は当日支給します） 

遭難防止・安全教育担当者会議のお知らせ 

日時：６月２１日（日）午前９時会場受付 

           午前９時３０分開会 

場所：与野本町コミセン 

（ＪＲ埼京線与野本町駅より徒歩３分） 

 

議題 

１．「重大事故が多発する現状を受け、非常事態宣言」

が発せられました 

 発表者：井芹昌二 氏 

（全国連盟遭難対策部部長・埼玉県連救助隊顧問） 

２．ヒヤリハット報告 

３．その他 

※交通費は当日支給します。 

♪みんなの歌♬ アルプス讃歌 作詞 川崎 雅之 作曲 鈴木 昭 

 

(１) 山道ゃ ホイ 岩だらけ 俺たちゃ ホイ 髭だらけ 

  街ぢゃ恋など 出来ない奴が アルプス愛して 通い詰め 

 ホホイ ホホイ 通い詰め 

(２) 吹雪が ホイ どんと来い 俺たちゃ ホイ 山男 

  ザック担(かつ)いで ピッケル握りゃ ちょっくらガスにも 負けやせぬ 

  ホホイ ホホイ 負けやせぬ 

(３) 命が ホイ 惜しけりゃよ 俺たちゃ ホイ 誘わぬが 

  ひねた南瓜(かぼちゃ)に 日陰の胡瓜(きゅうり) アルプス登れば シャンとなる 

  ホホイ ホホイ シャンとなる 

(４)  夜空が ホイ ランプだよ 俺たちゃ ホイ 腕枕 

  ヒュッテ無くても 穴倉住まい アルプス愛せば 寒くない 

  ホホイ ホホイ 寒くない 

(5) 夜空が ホイ ランプだよ 俺たちゃ ホイ 腕枕 

  ヒュッテ無くても 穴倉住まい アルプス愛せば 寒くない 

  ホホイ ホホイ 寒くない 

 

以前東京の池袋にあった、"アルプス"という歌

声喫茶の歌手とアコーディオン奏者のコンビで

作られた歌とのこです。 

 

 

＜編集後記＞ 

６月に入っても好天続いてなかなか梅雨に入りませんネ。この機関紙が皆さんに届くころは 

入っているかな？北アルプスで痛めた足が治らず困ってます。これから雨の季節になりますが、 

スリップ等には気を付けてくださいね！さて来月号は原稿６月末締め切り、６日(月）印刷・ 

仕分け・発送の予定です。鶴瀬公民館で夜行っています。良かったら、ご協力お願いします。 

また、編集の御協力や、各種掲載希望の原稿、いつでもお待ちしています。 

機関紙委員会を助けてくださ～い。（アオ）                        


